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女子学生の衣服購入状況
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柳沼京子・長塚こずえ
　　　（昭和62年9月30日受理）

The　Actual　Conditions　under　which　Junior　College　Girls　Purchase　Clothing

Ky6ko　YAG［NuMA　and　Kozue　NAGATsuKA

　　（Received　September　30，1987）

　　　　　　　　　　緒　　　言

　社会環境のめまぐるしい変化の中で，我々の衣生活も

益々複雑化，多様化の方向に向かっているが，被服を学

ぶ女子短大生が，どのような意識のもとで，衣生活にっ

いて考え，行動しているかを把握し，これからの被服教

育の一資料として役立てたいと思い，調査を行ったので

結果を報告する．

　　　　　　　　　　　　　1　年

調査対象

調査時期

調査方法

ロ翻㎜遜ワンピース

　　　調査方法

短大被服コース女子学生251名

（1年生156名・2年生95名）

年齢　18歳～22歳

昭和61年12月

アンケート用紙配布

（回収率　100％）

　　　2年　　　　　（％）
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　　　　　　　　　　図1　年平均新調度

＊　被服構成学実験研究室

＊＊第六被服構成研究室
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柳沼　京子・長塚こずえ

調査内容

　1　洋服の新調について

　　1）年平均新調度

　　2）外出・日常着の新調状況

　　3）新調時の方法

　2　既製服について

　　1）購入場所

　　2）購入方法（誰と選ぶか）

　　3）何を参考にして服の型・色を選ぶか

　　4）流行（型・色）をとり入れるか

　　5）バーゲンセールを利用するか

　　6）購入時の留意点（どのように選ぶか）

　　7）現状の既製服への満足度

上記の項目にっいて調査集計を行った．

1年 55．8 423

（％）

1．9

調査結果及び考察

　　1　洋服の新調について

　　　1）年平均新調度

　図1に示す通りであるが，スーッは比較的高価なもの

も多いためか，1・2年共1着が最も多く半数以上を占

めた．ワンピースは，あまり差はみられないが，1年で

は1枚，2年では2枚という結果が出た．スカートは，

1年では5枚が最も多く，2年では3枚程度になってい

る．しかし，1年の場合，6～10枚の間もかなり多く，

枚数の差はあるにしても意外な結果ではあるが，高校生

から大学生へ制服から自由な服装への転換期でもあり，

購入の機会が多かったのではないかと思われる．ブラウ

スは，1・2年共3枚が多いが，各自の衣服組み合わせ

指向により，2～5枚の範囲で選択していると考えられ

る．ジャケットは，1・2年共1枚が多いが，1年では

2枚購入もかなりみられる．トレーナー，パンツ，Gパ

2年

［ZZ外出着〔コ日常着巨ヨ無答

　図2　外出・日常着の新調状況

ン等に至っては，1年が1～2枚程度に集中しているの

に対し，2年は0枚が多く，ついで1枚となっている．

これは，着用の機会と自己のファッション性，個性等の

現われではないかと考えられる．

　　　2）外出・日常着の新調状況（図2）

　外出着と日常着のどちらを多く新調しますかとの問い

に対し，1年は，外出着が55．8％と日常着よりやや多い

結果であるが，2年は，外出着が71．5％と日常着の2．5

倍となっている．これは，1年の大半が試行錯誤の学年

であるのに対し，2年になると個性の主張，友人の確立

と共に外出の機会もおのずと増え，必然的に外出着の購

入も増えるのではないかと考えられる．

　　　3）新調時の方法（図3）

　既製服が，1年96．2％，2年95．8％と最も多く，衣服

の新調とは既製服の購入であるという結果が得られた．

被服コースの学生だけあって，次いで自分で作る人が多

くみられるが，1年が48．1％であるのに対し，2年は60．

0％と増加し，1年間の被服実習の成果がここに出たも

のと思われる．

　　2　既製服について

　　　1）購入場所

　図4の通り，1・2年共あまり差はなく大半がデパー

ト，次いで専門店，洋品店の順になっている．デパート

が多いのは種々のメーカー，有名ブランド等が多数混合

1年 2年　　　　（％）
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　　　　　　　図3　新調時の方法
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女子学生の衣服購入状況

0・9（％）

1年 561 ／123　　24．1　5。3　1・3

2年 715
87　　　29．1　　　　　11．6

　　　　　　　　　　　　　　　　　3．1
ZZデパート〔コ洋品店区コ専門店

園量販店目客継ング囲その他

　　　　　図4　購入場所

（％）

　　1年
型

　　2年

147 482 71

　　！
178 800 2．1

1年 i34 724 42
色

2年　　／158／ 695 147

してあり，見やすく買いやすいなどが理由のひとっでは

ないかと考えられる．量販店や今はやりのカタログショッ

ピングが少ないのは意外であったが，時間の制約が比較

的少ない学生という有利な立場で，実物をじっくり検討

し，物を見る目を養ってから購入しているのではないだ

ろうか．

　　　2）購入方法

　誰と選ぶかとの問いに対して，スーッの場合，1・2

年共親と選ぶが多くなっているが，1年61．5％に対し，

2年47．7％と減少し，その分自分で選ぶ割合が増加して，

35．8％となっている．他の衣料は全て，自分で選ぶが1

位，友達と選ぶが2位である．1年と2年を比較すると，

ブラウス，パンツ，トレーナーを除いては2年の方が，友

達と選ぶを2位にした割合が多くなっている．

2．6 （％）

1年　　188127　32　；、　427，

ZZ大いに〔コ少しす目全く考えない
　　　する　　る

　　図6　流行にっいて

いにする，全く考えないの順であった．又，1年で全く

考えないが7．1％に対し，2年では2．1％と少なく，少な

からず参考にするということから，2年の方が流行を意

識して取り入れている割合が多少ではあるが多くなって

いる．

　色の面では型と同様，少しするが最も多いが，全く考

えないも14．0％おり，1年では大いにするを若干上回っ

ている．これは，型の好みが，年々の流行によって種々

に変化していくのに対し，色は個々の顔，型，皮膚の色，

好き嫌い等によって決められ，流行色にこだわらないと

いう人もいるため，変化しにくくなっているものと考え

られる．

　　　　　　　　　　　　　27
2年　155　221　228　1　369’
［zzス ?�kコ綿函自分で考える

圃アドバイス　区函店頭

　　図5　服の型・色を選ぶ時

2．6（％）

1年匪＝＝＝目
2年　　149 766 85

　　　3）服の型・色を選ぶ時（図5）

　服の型・色を選ぶ時何を参考にして選ぶかにっいては，

店頭で商品を見て決めるが，1・2年共に一番多い結果

となっている．他に1年は，自分で考える．スタイルブッ

ク・雑誌・アドバイスの順であるのに対し，2年になる

と自分で考える・雑誌・スタイルブック・アドバイスの

順になっており，2年になるとそれぞれの個性に合わせ

て流行に敏感になり，雑誌等を参考にイメージを描いて

から自分なりの選択をしているものと思われる．

　　　4）流行にっいて（図6）

　流行の型・色を購入時に参考にするかとの問に対し，

型の面では少しするが，1・2年共最も多く，っいで大

［ZZ大いに〔］時々利巨ヨ全く利用しない
　　利用する　　用する

図7　バーゲンセールの利用にっいて

　　　5）バーゲンセールの利用にっいて（図7）

　バーゲンセールを利用するか否かにっいては，時々利

用するが最も多く，1年が78．2％，2年が76．6％とあま

り差はないが，大いに利用するでは，1年が19．2％，2

年が14．9％と若干1年が多く，全く利用しないでは，2

年が8．5％と1年の3倍にもなっている．これは，2年

が1年よりも外出・友人とのっき合いも多くなり，その

場で買ってしまうことも多くなったからではないだろう

か．いずれにしても，全く利用しないは全体からすると

10％以下と割合は少なく，少なからずバーゲンセールを

利用している学生が大半であり，手に入れたいものを正

（163）



柳沼　京子。長塚こずえ

価より安く購入できるということは，

であると考えられる．

とりも直さず魅力

無　4

1年 える　538　　考えない　448

（％）

2年 411
’

589

図8　購入時の留意点

　　　6）購入時の留意点

　　　イ．メーカー（図8）

　衣服を購入する際，メーカーを考えるか否かに対して

1年は，半数以上の53．8％が考えると回答したが，2年

ではメーカーを考える者がわずかであるが減少し，メー

カーを気にしない者が58．9％に増えている．1年に比べ

て2年は，ブランド名などにとらわれず，自分に合った

品物を選ぶ姿勢が出来上がりっっある状態ではないだろ

うか．

　口．購入サイズ

　どのサイズを購入するかとの問いに対し，1・2年共

圧倒的にMサイズ（9号）を購入しているが，Lサイズ

（11～13号）も4人に1人（25％）が購入しており，女

子学生の体格の向上によるところも多いが，今流行のゆっ

たりとした服，からだを尊重しながらも自由に形を持っ

服の追求へと向かっているファッションの流れによると

ころもあるのではなかろうか．2年にわずかではあるが，

フリーサイズを購入すると答えた者もおり，ここにもゆ

るめが主流のDCブランドの影響が見うけられる．最近

　
値

の朝日新聞によると，女子高生が体操服を選ぶ際，Mサ

イズが敬遠され，ゆったり型のLサイズが好まれており，

Lより大きい0サイズも約10％を占めているということ

であるが，これも「体形をベールで包みたい女性の深層

心理」と現在のファッションの方向が一致した結果では

ないかと思われる．

（％）

1年　満足している462満足していない537

2年ZZZZZZIIpmZZ［＝1コ

図9　現状のサイズ

　　　ハ．現状のサイズ（図9）

　現状のサイズが，これでよいか否かにっいては，これ

でよいが1。2年共52．6％で，現状では不足と答えた者

をわずかに上まわっている．

　　　二．選ぶ時の留意点

　購入時の留意点として，何に重きをおくかという問に

対し，1年の62．2％，2年の56．8％がデザインを最も重

要視している結果となり，次にサイズ，色柄，値段の順

に1位選択がなされている．2番目の選択基準は，1・

2年共37．0％前後が色柄をあげている．図10に示した通

り，個々により多少の選択順位の違いはあっても，デザ

イン・色柄・サイズ・値段の順に意識して衣服購入がな

されていることが考察された．逆に，重要と思われてい

ないのは，ブランド・仕立方・地質（品質表示）という

結果となった．・特に2年の場合，ブランドに対しての関

段

2年 （％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　地　　質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（品質表示）

［Wtlll］］1［MlvaE　　サイズewコ
［＝コ瓢仕立方EZKewew：＝］
〔＝＝コ璽■圃園ブランド盟蚤［＝コ
　　区Σ］1位　［≡ヨ2位　ZZ　3位　皿1コ4位　■■5位　区図6位　［コ7位

図10選ぶ時の留意点
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女子学生の衣購入状況

心が低いことは，イ）のメーカーを考えるか否かに対し，

60％近くの者がメーカーを気にしないと答えた結果と一

致している．仕立方にっいても，現在のファッションサ

イクルの短かいことと関連して，一っのものを長く着用

するという形態が少ないため，仕立方の良し悪しをあま

り問題にしないのではないかと考えられる．地質に関し

ても，ここ数年来の天然繊維ブームの影響もあり，それ

ぞれの季節に即した素材のものが出回っているたあ，特

に注意して選ばなくてもこと足りているので，低い割合

となったと思われる．

　　　　7）現状の既製服への満足度（図11）

　現状の既製服に満足しているか否かについては，満足

していると満足していないでは，1年と2年で全く逆の

結果となった．1年生に満足していない者が若干多いの

は，大学生になってからの期間が短かいので，服装に関

してもいろいろな面で理想が高く，自分の夢に対して完

壁さを追求する姿勢の現われではないかと推察される。

　現状に対して不満と答えた者に対して主な理由を聞い

た結果が図12である．仕立方については，1年はボタン・

（％）

1年　満足している46．2満足していない53・8

2年　　弼　　二二亙］
　　　図11現状の既製服への満足度

スナップが粗雑に付けられていることを1位（59．5％）

にあげ，2年は65．9％が縫い方が雑であると答えている．

1・2年共に仕立方が雑であることを理由に不満と答え

た者が圧倒的で，既製服イコール雑な縫い方というイメー

ジが強いことが裏付けられた．サイズにっいては，1年

はサイズは同じでもメカーによって大きさが違うことに

対して44．0％が不満に思い，2年はサイズ数が少ないに

対し，47。7％が不満と答えている．2年生は，就職活動

等社会へ出る機会が多く，流行のゆったりとした服ばか

りを求める訳にもいかず，学生らしさを主体としたスー

ッなどを着用する場合，比較的値段が高いものが主流で

あるから，自分の体型に合った，きちっとした品物を選

びたいという心理が現われていると考えられる．1年生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年　　1年
　　　　　　　　　團縫代が少ない團

　　　　　　　匝］柄合せが悪い06・8

　　　　　　　　4．80臆譲岩来て匝

［＝麺＝コ縫方が雑である［：：：亜：＝コ

　　　　　　　　3．60惚ぞ纒地と脚

（％）

図12　既製服不満の理由（仕立方にっいて）

1年 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年

回鯉が考え瓢團
［29．8］寸法が合わない05・9

匝］サイズ数が少ない［：互：コ

　　　國真晶響暑繋［亙］

　　　　　発難艶［玉コ

　図13既製服不満の理由（サイズについて）
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の答えのメーカーによってサイズが違うということに関

しては，先日ある講習会でのデザイナーの話によると，

女性の心理で，自分の体型は標準サイズであると思いた

いという人も多いため，実際には11号を9号の表示で販

売しているメーカーもあるということからも不満を感じ

ている理由がうなづける．我々が日常購入するスカート

等のウエストサイズひとっとっても，メーカーにより寸

法にかなりの幅があることは痛感させられていることで

ある．他に，少数意見ではあるが，流行をとり入れすぎ

ている，型がどれも似ている等，消費者としてきびしい

目でみている回答やアパレル産業主催の講演会で話題に

なったことであるが，デパート等の消費者相談室への衣

料品の苦情の大部分が，染色堅ろう度に関する苦情であ

るという現実と一致して，安価なものの中には一度洗う

と二度と着られなくなるようなものもかなり多くみられ

るという不満もあげられた．

ま　と　め

　女子短大生の衣生活購入状況を調査した結果，次のこ

とが考察された．

　①洋服を新調する場合，着用の機会も多く上下の組み

合わせにより変化が楽しめ，比較的安価に求められるス

カートとブラウスを年間3枚～10枚程度購入している．

　②洋服を新調するということは即ち既製服の購入をさ

しており，多種類の品物が揃っているデパートで，じっ

くりと商品を見定めて納得のいく物を自分で選び購入し

ている．

　③衣服を購入する際，それぞれの個性を基に，学生ら

しさの中にも流行の型や色を適度にとり入れ，バーゲン

セールをじょうずに利用している．

　④ゆったりとした衣服の流行に伴ない，ゆるめのサイ

ズの衣服が求められる傾向にあり，本当に良い品であれ

ば，ブランドやメーカーにこだわらずに購入されている．

　⑤品物の選択では，デザイン・色柄を中心に考え，ブ

ランド・仕立方にはこだわらず，現在の既製服にある程

度の満足感をもっている反面，品物を購入してから仕立

方に対する不満を感じ，サイズの統一がなされていない

ことやアパレル産業の流行一辺倒によりがちな傾向に対

し，きびしい目を向けている姿勢が現われている．

　以上の点から，被服を勉強する学生の消費者としての

衣生活に対する意識は高く，学習を通し物を見る目が養

われていることが推察できる．これからの被服を考える

時，自分の理想に合った自由な発想のもとに自分で納得

のいく縫製ができる力を養えるような指導と共に，かし

こい消費者として，正しく物を見る目と判断力を身に付

けさせることも重要な役目である．

　マスコミを通し，急速なテンポで私たちに伝わってく

るファッション情報をうまく活用し，企業に対してもき

びしい目で我々消費者の声を反映させるよう働きかけた

い．

　終わりに調査にあたり，ご指導下さった荒井純子教授，

ご助言下さった大江チエ講師をはじめ，種々の協力をい

ただいた洋裁研究室の諸先生と学生の皆さんに，感謝い

たします．
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